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百合が原公園は面積 25.4ha を有する札幌市で
も有数の総合公園で、この広い敷地の中には 20
以上の広場や施設があり、市内はもとより全国
や海外からも多くの人たちが訪れています。
同公園は、天皇陛下御在位 50 周年事業である
記念広場「世界の百合広場」を中心に造成が始
まり、昭和 61 年には「’ 86 さっぽろ花と緑の博
覧会」が開催され、全国にその名が広まりました。
公園の名のとおり、ユリを中心に春から秋ま
で様々な花が咲き乱れ、冬でも温室で花に触れ
合うことができます。
今回は、そんな百合が原公園の管理・運営に携わ
る方たちにスポットを当てました。 https://yuri-park.jp

緑のセンター温室　毎週月曜日
（月曜日が祝日の時は翌平日）

•緑のセンター温室と世界の庭園
　8：45～17：15（入館料高校生以上130円）
•リリートレイン 10：00~15：30
　（10月は平日運休）
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百合が原公園の管理・運営を担う
庵原 英郎管理事務所長

▲緑のセンター前での作業の様子

百合が原公園は「公益財団法人札幌市公園緑化
協会」が管理を行っており、現在40名のスタッフ
が地域のボランティアと連携しながら公園の運営
を行っています。
公園内には6400種類の植物が育てられていて、
特に原種のユリの栽培数70種は他に例を見ないと
いいます。緑のセンター温室内での展示会も通年
で20回ほど行っており、幅広い世代が興味を持て

るような多様なイ
ベントを開催して
います。
庵原所長は「植
物は天候に左右さ
れるため、計画通
りに花を咲かせる
ことが難しい」と
話しつつ、「北国

い　は　ら

か ん ば ら

の気候を意識して、札
幌らしい景観づくりを
目指している」と言います。
意外にも、コロナの影響で来園者がここ数年増加
傾向にあり、特に10～ 20代の若者が増え、散歩を
したり、ベンチで本を読んだりしているそう。庵原
所長は公園の魅力を多くの人に知ってもらえるよ
う、珍しい花・植物の展示、撮影スポットなど、楽
しい居場所づくりやイベントを積極的に仕掛けてい
きたいと意欲を燃やします。
札幌を代表する公園であり続けるためには、「公
園内の環境をより良くしたい、花にかかわる活動を
したい」というボランティアの皆さんの協力なしで
は、維持は不可能だそうで、ボランティア活動に感
謝しつつ、多くの市民に来園してもらい、緑に触れ
て癒されてほしいと話していました。

目で楽しめる公園に
クローバー　代表 蒲原慶子さん

百合が原公園内には4つのボランティア団体が
あります。そのひとつ「クローバー」の代表者が
蒲原さん。「クローバー」は7名で活動しており、
毎週火曜日の午前中、香りの庭花壇や緑のセン
ター前のハーブや宿根草の花壇管理を行っていま

す。
もともと実家が農
家で、家庭菜園が大
好きだった蒲原さん。札幌市が開催した園芸学校
に通い、専門的な勉強をした後、同ボランティア
に参加しました。来園者たちに喜んでもらえるよ
うに、見た目が簡素にならない目で楽しめる花壇
づくりを心掛けているそう。その陰には、雑草取
りや株分けなどの苦労もありますが、作業中は来
園者に「ご苦労様」と声をかけられたり、雑談を
することも多く、「多くの方々との一期一会が楽
しい」と言います。
公園のボランティアは花が大好きな蒲原さんに
とって欠かせない生活の一部であり、大事な癒
し。好きな分野で多くの人の役に立てることが何
よりの喜びだそうです。

▲９月が見頃のダリア園
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植物の魅力を伝えたい
ガイドボランティア　代表 佐藤光輝さん

JR百合が原駅前で花を飾る
百合が原花壇を造り隊　代表 熊谷ゆきさん

かった』と思ってもら
えるよう、これからも
頑張っていきたい」と今後の抱負を語ってくれまし
た。
ガイドは5～ 10月、毎週土曜日13：00～ 15：00
まで行っています。希望者は13時までに緑のセン
ターへお越しください。

百合が原公園でガイドボランティアが始まったの
は2012年から。その立ち上げメンバーで現在もガ
イドの中心として活躍しているのが佐藤光輝さん
（84）。活動は毎週土曜日の個人ガイドと、不定期の
団体ガイドの2種類があり、毎週土曜日は予約なし
でも受付可能。7名のメンバーで7月は68名を案
内し、「ある植物の生態について知りたい」「この花
の名前の由来は？」など、質問も様々。意外にリピー
ターも多く、同じ花でもシーズンのはじめと終わり
では咲き方が異なるため、楽しみ方も違ってくるそ
うです。
ガイドには専門的な知識も不可欠で、ライラック
やバラの勉強会にも参加し、常に新しい知識を取り
入れています。
佐藤さんにとってガイドボランティアはまさに生
き甲斐。「相手が何を求めているかを適切に判断し
て、喜んでもらうのが目的。『来てよかった』『楽し

百合が原公園にかかわるボランティア活動は公
園内だけに留まりません。この「百合が原花壇を
造り隊」は、JR百合が原駅前ロータリーとその周
辺の花壇を花いっぱいにする活動をしているボラ
ンティア団体です。
主な活動は、花壇の植え込み（花の選定や色彩
のデザイン）、メンテナンス（水やり、雑草取り、
花がら摘み等）などです。
2017年 9月、北区土木センターが募集した「駅
を中心としたみどりの顔づくり事業」に参加した
4名が、百合が
原公園の協力の
もと、雑草が生
い茂る JR 百合
が原駅前で花壇
づくりを手掛け
たところから始
まりました。地

元連合町内会や百
合が原公園の職員
も手伝って花苗
400株を植え、それから5年、現在はボランティ
アも8名に増え、楽しく活動しています。
熊谷代表は「百合が原公園にくる JRの利用者
や住民の皆さんが気持ち良い気分になれるよう、
花で明るく出迎えたいとの思いで頑張っている」
と話します。近所の保育園児のお散歩コースにも
なっているため、今年は背の低いひまわりをたく
さん植えるなどの工夫も行いました。
ただいまガーデニングボランティアを大募集！
活動は5月～ 11月の毎週水曜日、10時から2時
間程度ですが、もちろんできる範囲の活動で
OK！花が大好きな仲間と一緒に楽しみたい方、
ご参加お待ちしています！
お問い合わせは代表熊谷さん（090-6876-2855）
まで。

▲来園者に生き生きと説明する佐藤さん

▲熊谷ゆきさん（写真中央）
　と活動メンバー
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コロナ禍真っ只中の 2019 年、公募されていた
「レストラン百合が原」の店長に就任しました。
しかし営業も難しく、この場所を何かに利用で
きないかと考えていたところ、娘から「学校以
外で友達と話をする場所があるといいな」との
声があり、また、支援学校の生徒がレストラン
の実習生として働いてくれたことをヒントに、
これから社会に巣立っていく子どもたちの交流
の場として、思いついたのが「子ども食堂」だっ
たんです。
昨年の冬から各所に出向いて助言をもらいな
がら準備を進め、ボランティアも募って今年の
春に開業しましたが、初日は「誰か来てくれる
かな」とドキドキして待っていました。すると、
数名の中学生がチラシを見て来てくれたり、ファ
ミリーが来てくれたりと、たくさんのご来店が

あり、「こういう
場ができて嬉し
い」との声に勇
気をもらいまし
た。

子どもの居場所づくりを目指す
インタビュー 5

百合が原子ども食堂　代表 笹原鮎桂さん

開催日時：第2・第4月曜日15:00～18:00
参加費用：中学生以下は無料。保護者は300円。
※予約優先。送迎不可
（保護者同伴、または一人で帰宅可能なお子様に限ります）
※アレルギーにも対応可。事前にご相談ください

予約：☎774-3522（14:00～16:00）
またはmail：yurigahara.kodomoshokudo@gmail.com

Q 子ども食堂をつくったきっかけは？Q 子ども食堂をつくったきっかけは？

▲代表の笹原鮎桂さん

リリートレインの駅舎内にある「レストラン百合が原」では、４月～ 10
月まで飲食スペースやテイクアウトコーナーを設けていましたが、今年５月
末から「子ども食堂」も始めました。その中心となったのが、笹原鮎桂店長。
子ども食堂の取り組みについて伺いました。

Q　これまでの活動を教えてくださいQ　これまでの活動を教えてください
子ども食堂は、毎月第２・第４月曜日に開催
していますが、皆さんの善意やご協力なしでは
運営できません。百合が原公園の関係者をはじめ、
たくさんの企業や小中学校、幼稚園、保育園が
協力してくれました。集まった募金は食材の購
入に使わせていただいており、食材の寄付も受
けています。
ただ食事を提供するのではなく、ここが子ど
もたちにとって憩いの場になるように、自分た
ちでラーメンを作ったり、おにぎりを握ったり、
ホットケーキを焼いたりと、いろいろな試みを
しています。
毎回約 40 人の方が来てくれているので、今後

もここが楽しい場所であるよう、頑張っていき
たいです！一緒に働いてくれるボランティアも
募集していますので、是非お問い合わせください。

お得なシニア割引も

「地域見守り隊」あんぜん・あんしんパトロール運動に参加しています。

乗務員募集中!
７７１-２６３２まで

札幌市北区百合が原4丁目10番8号
アカツキ交通株式会社

タクシーの
ご用命は 771-6000

771-2631☎011-

な な いろ む せ ん

車いす介助ケア快適輸送♪
観光ハイヤー 商用貸切

65歳以上の方に限り
1回の乗車料金の10％を割引


